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SUGO
ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2023
Supported by BRIDGESTONE
第３戦　SUGO スーパー耐久３時間レース

2023 年７月８日（土）〜７月９日（日）

　世界初と言える液体水素での
24 時間レース完走、ST-X クラ
スでの初めての総合優勝、スピー
ドと強さをみせつけた GR86 と、
ROOKIE Racing に と っ て さ ま
ざまな栄光を獲得した第２戦富士
SUPER TEC 24 時間レースか
ら１ヶ月強。スーパー耐久シリー
ズは第３戦を宮城県のスポーツラ
ンド SUGO で迎えた。コンパク
トなコースであり、今回は ORC 
ROOKIE GR86 CNF Concept
が グ ル ー プ ２、 中 升 ROOKIE 
AMG GT3 がグループ１に出走
する。そして ORC ROOKIE GR 
Corolla H2 concept は、第４戦
に向けたさらなる進化のために今
回の第３戦には参戦せず、第１戦

以来の登場となる ORC ROOKIE 
GR Yaris が参戦、グループ１の
レースに出走することになった。
　もちろん今回も『もっといいク
ルマづくり』のための歩みは止
めていない。ORC ROOKIE GR 
Yaris は、車体自体の走行距離が
多かったことからリフレッシュを
実施したほか、市販車にも落と
し込むための ABS の制御などさ
まざまなものをトライ。さらに
ORC ROOKIE GR Corolla H2 
concept で使用しているのと同
じタイヤサイズに変更した。
　 ま た、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は使用するカーボ
ンニュートラル燃料を新たな成分
のものに変更されたほか、足回り

の改良、さらに今後の開発に向け
た材料として、これまでのものと
は大きく異なる形状のリヤウイン
グをトライした。ORC ROOKIE 

GR86 CNF Concept は 2022
年は参戦をスキップしたラウンド
であり、スポーツランド SUGO
には今季が初見参となった。

３台がそれぞれ得た収穫と課題。今後に活きる一戦に
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スポーツ走行／ STEL 専有走行

公式予選

　迎えた第３戦のレースウイーク
は、７月６日（木）の午後０時
からの特別スポーツ走行から始
まった。この日のスポーツランド
SUGO は７月初旬ながら、気温
35 度に近づこうかという酷暑で、
全員が滝のような汗をかきながら、
グループ２、１とも 25 分ずつ３
回の走行を進めていった。
　ORC ROOKIE GR Yaris は、ま
ずは佐々木雅弘からドライブ。タ
イヤサイズが変更されたことによ
るセットアップの確認を行い、２

　うだるような暑さのなかで行わ
れた２日間の専有走行を経て、迎
えた７月８日（土）の予選日は、
午前は強めの雨が降り、フリー走
行はウエットコンディションのな
かで行われた。ただその後は雨は
止み、午後１時 45 分から行われ
た公式予選はドライコンディショ
ンとなった。しかし時折雨が舞い、
スリッピーな状況は変わらない。
アタックタイミングが難しいなか
での予選となった。
　まずグループ２の予選に臨ん
だ の は、ORC ROOKIE GR86 

本目途中まで走行。モリゾウ、小
倉康宏と交代するが、モリゾウの
タイムがのっけから速い。データ
ロガーを見比べても、レインボー
コーナーなど難しいコーナーで
佐々木のデータと重なっており、
好調のなか初日を終える。
　同様に暑さのなかで迎えた７月
７日（金）は、午前、午後とも
75 分ずつの専有走行が行われた
が、フロントのバネレートをブリ
ヂストンタイヤに合わせ変更。前
日までわずかにあったアンダース

テアも解消し、「すごく順調」な２
日間を終えることになった。
　 一 方、ORC ROOKIE GR86 
CNF Concept は、初日の特別ス
ポーツ走行を使い、今回ドライバー
としてエントリーしていない大嶋
和也がドライブし、新たなリヤウ
イングなどを確認。「すごく効いて
いると思います」と好感触を得て
佐々木栄輔に交代する。
　７月７日（金）には、午前は山
下健太から走行を開始すると、加
藤恵三、豊田大輔に交代。午後は
大輔、加藤と交代しながらラップ
を重ねた。加藤、佐々木ともチー
ムで SUGO を走るのは初めてで、
大輔にとっても２年ぶり。「まずは
自分が正しい一貫性をもって評価
できるように課題をもって取り組
みました。初日に大嶋選手と佐々
木選手でセットアップをしたこと
で、かなり幅が広い、安定感があ
るクルマになってきたと思います」
と大輔。「ウイングが大きくなった
ことで少しアンダーステアが出や
すくはなりましたが、下りコーナー
では安定感があります。タイヤの

特性と合わせてうまくマッチでき
たと思います」
　一方で、ライバルの #61 BRZ
はこの日午前にクラッシュに見舞
われた。終日修復を目指したが、
途中モリゾウが気を遣う場面も。
　そして中升 ROOKIE AMG GT3
は、初日Ａドライバーである鵜飼
龍太の習熟をメインに走行。鵜飼
は「たくさん走らせていただいて
います。蒲生尚弥選手や片岡龍也
選手のコーチングがすごく的確で
す」と手ごたえを感じていた。
　２日目も蒲生、平良響と鵜飼が
交代しながらラップ。午前は１分
22 秒 365 でトップタイム、午後
は１分 23 秒 669 で２番手につ
け、中升 ROOKIE AMG GT3 は
予選上位を狙える手ごたえを得て
２日間に渡る走行を終えた。

CNF Concept。 今 回 Ａ ド ラ イ
バーを務めた加藤恵三は、１分
33 秒 990 という好タイムを記
録。この勢いをＢドライバー予選
に臨んだ山下健太がしっかりと繋
ぎ、１分 32 秒 477 というタイ
ムをマーク。合算でグループ２総
合ポールポジションを獲得するこ
とに成功した。2022 年は車両
の見直しのために参加すらできな
かった SUGO で、１年間の進化
を証明した。
　一方、グループ１の予選に臨
ん だ の は 中 升 ROOKIE AMG 

７月６日（木）〜７日（金）　天候：晴れ　路面：ドライ

７月８日（土）　天候：曇り　路面：ドライ

GT3、 そ し て ORC ROOKIE 
GR Yaris。中升 ROOKIE AMG 
GT3 は、Ａドライバー予選で鵜
飼龍太がわずかにコースアウトも
喫したものの、１分 23 秒 047
を記録し２番手に。続くＢドライ
バー予選では蒲生尚弥が１分 21
秒 340 を記録しトップにつけた
が、Ａドライバー予選で素晴ら
しいタイムを記録していた #31 
RC F にポールポジションを奪わ
れてしまった。ただそれでも中
升 ROOKIE AMG GT3 は ２ 番
手を獲得。フロントロウにつけ

た。ORC ROOKIE GR Yaris も
Ａドライバー予選でモリゾウが１
分 33 秒 640 を記録、Ｂドライ
バー予選で佐々木雅弘が１分 31
秒 129 を記録し、ST-2 クラス
に混ざる総合 19 番手からレース
を戦うことになった。



#32　決勝レース

　７月９日（日）の午前中に行わ
れたグループ２の決勝レースを
見届けた後、ORC ROOKIE GR 
Yaris も昼のインターバルをはさ
み午後１時 55 分からの決勝レー
スを迎えた。昼ごろは強い日射し
が差し、気温はグングンと上昇。
30 度を超える夏日となった。
　その気温上昇を鑑み、ウォーム
アップ走行を前に ORC ROOKIE 
GR Yaris にはオイルクーラーを
増設し熱対策を行うことになっ
た。この確認は問題がなかったも
のの、ミッションオイル漏れの兆
候があり、グリッドでもさまざま
なチェックを行った。
　今回は３時間レースということ
もあり、ドライバー交代の戦略を
どう組むかは悩ましいところでは
あったが、石浦宏明は監督に専念
し、佐々木雅弘、小倉康宏、そし
てモリゾウの３人でレースを繋ぐ
ことになった。ただ、スタート直
前に小雨が舞いはじめたことか
ら、スリックタイヤでの不安定な
状況でジェントルマンドライバー
を走らせるわけにはいかないと、
まずはスタートドライバーの佐々
木が引っ張ることになった。
　１周目から佐々木は ST-2 クラ
スの車両をリードし、上位車両で

ある ST-Z クラスの集団を追い
ながらレースを続けていく。この
週末は ORC ROOKIE GR Yaris
にとっては初めてのブリヂストン
タイヤ装着で、佐々木はレースを
戦いながらこのタイヤの使い方を
探りながら戦っていった。細かい
雨が降ったり止んだりするなど不
安定な状況が続くなか、38 周目
に一度ピットイン。この際に一
度タイヤ交換を行う考えもあっ
たが、佐々木は「もう少し試し
てみたい」とタイヤは交換せず。
ST-2 クラスで使用されている
GR ヤリスでは二輪交換はよくあ
るパターンだが、無交換はケース
としては少ない。佐々木はレース
中盤まで同じタイヤで試行錯誤を
続け、なんと 68 周目までひとり
で走行。セーフティカーランのタ
イミングでピットインし、モリゾ
ウにステアリングを託した。
　ただ、ここでチームにはわずか
なミスが生まれてしまった。「今
回、給油スピードを早くしたく
て、先に給油を終わらせてからタ
イヤ交換を行うはずだったのです
が、少し手違いがあり、給油中に
ジャッキを上げるミスがあり、そ
れに反応してタイヤ交換を始めて
しまう二重のミスがありました

（石浦監督）」と作業違反のペナル
ティをとられてしまう。「監督と
してもチームとしても申し訳な
い」と石浦監督以下、チームスタッ
フはモリゾウのドライブスルーペ
ナルティ消化時、頭を下げた。
　しかし、ミスをしっかりと反省
し次戦に活かすべく話し合いを続
けたチームスタッフの思いを汲む
かのように、モリゾウはコース上
で快走をみせた。ちょうどコース
の空いているところを走行できた
こともあり、１分 35 秒と佐々
木よりもわずかに遅い程度のタ
イムで周回を重ねる。同じ ST-Q
クラスの #271 CIVIC はこの時
GT500 ドライバーが乗っていた
が、これに近づくほどだった。
　モリゾウは 22 周を走り、きっ
ちりと自らのスティントをこなす
と、アンカーを小倉康宏に委ね
た。この頃にはコンディション
も向上していたが、１分 34 秒
台の好ラップを重ねると、ORC 
ROOKIE GR Yaris は 108 周を
走り切りしっかりとチェッカーを
受けることになった。
　総合では 16 位と、ST-2 クラ
スのトップ２に続くポジション
でフィニッシュすることになっ
たが、「ペナルティがなければ、

ST-2 クラスのトップよりも前の
位置でゴールできる可能性があっ
たんです。ふたりのジェントルマ
ンドライバーが乗っているなか
で、ST-2 クラスの車両より前に
ゴールできたならば、それはかな
り良いペースで走れていたという
ことだと思います」と石浦監督。
　気体水素で戦っていたときには
なかなか味わえなかった、レース
の順位を争うという経験を今回は
しっかりと体感し、チームとして
も得たもの、反省すべきところと
収穫を得ることができた。
　次戦オートポリスには、ふたた
び液体水素を使う ORC ROOKIE 
GR Corolla H2 concept が 登
場する。
　アジャイルな開発を経て進化を
遂げているはずで、今回得たレー
スを戦う経験が、きっと次戦オー
トポリスでの 32 号車のクルーた
ちの戦いぶりに活かされていくは
ずだ。

７月９日（日）　天候：曇り　路面：ドライ



#28　決勝レース

　迎えた７月９日（日）の決勝
日、ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept は午前８時 40 分に迎
えたグループ２の決勝レースに臨
んだ。前日降っていた雨は夜のう
ちに止み、ややコース上に濡れた
部分はあったものの、早朝から青
空が広がったこともあり、路面は
ドライコンディションに。スター
トドライバーを務めたのは加藤恵
三で、グループ２全車の最前列か
らのスタートという大役を務める
ことになった。

「もちろん初めてのスタートでし
たが、経験がある皆さんに『自分
のタイミングでスタートすればい
いからむしろ楽だよ』とアドバイ
スをもらいました」という加藤は
きっちりとトップで１コーナーに
入っていくと、後方の ST-4 クラ
スの集団との戦いを後目に少しず
つ差を広げていった。ただ、その
集団をかき分けるように加藤の背
後に近づいてきたのは、プロドラ

イバーである井口卓人選手が乗る
#61 BRZ。ROOKIE Racing の
仲間であるが、最大のライバルで
もある。６周目、プロの実力をみ
せ手を振りながら加藤をオーバー
テイクしていき、ORC ROOKIE 
GR86 CNF Concept はグルー
プ２の総合２番手でレースを進め
ることになった。

「さすがにプロのプレッシャー
だったので仕方なかったですが、
もう少し“会話”したかったで
す」と加藤は振り返ったが、その
後スタートから 20 分も経つと、
加藤の前方には ST-5 クラスの車
両がラップダウンとして出現し、
これをかわしながらのレースと
なった。この処理に一日の長をも
つプロがドライブする ST-4 車両
が後方から接近すると。加藤は周
回遅れをかわしつつ、後方から来
る ST-4、さらに時折舞った雨と、
さまざまな条件のなかでの戦いを
強いられた。
　そんな展開をしっかりと走り抜
いた加藤は、38 周を終えピット
インし、豊田大輔にステアリング
を託す。先行してピットインして
いた #61 BRZ はこのスティン
トは社員ドライバーが乗車してい
る。大輔は少しずつギャップを縮

めていくと、50 周目にはその差
は 10 秒強に。さらに雨が舞っ
ていくなか、55 周目にはついに
その差を４秒以内に。専有走行か
ら感じさせていたフィーリングの
良さを武器に、どんどんとその
ギャップを縮めていった。
　しかし、コースサイドの見た目
のスピードに反し、ステアリング
を握っていた大輔はトラブルに苦
闘していた。

「エンジンの調子が悪くてターボ
が効かず、コーナーで追いついて
もストレートで離される展開に
なってしまいました」と大輔は
語った。
　59 周目、ついに大輔は #61 
BRZ のテールにつける。慎重に
周回遅れをかわしつつ、コーナリ
ングスピードを活かし相手に追い
つくも、やはりオーバーテイクは
困難な状況となってしまった。
　大輔も 69 周を終えピットイン
し、最後のスティントを山下健太
に託した。ここで、チームはエン
ジンのコンピュータを一度リセッ
トする決断を下した。
　データのリセットは USB メモ
リの差し替えが必要だったが、こ
こで「ぜんぜん予想よりも時間が
かかってしまいました（大嶋和也

監督）」と大きなタイムロスを喫
してしまった。コース上に戻ると、
総合でも ST-4 クラス車両に先行
される状況となってしまった。
　リセットをかけたものの、コク
ピット内の山下はやはりまだエン
ジンの不調を感じていた。走行を
続けながらさまざまなエンジン
モードの変更を試みると、少しず
つ状況が改善していく。
　山下は 81 周目、ST-4 クラス
の #3 GR86 をかわし総合３番
手に浮上することになったが、こ
の時点では #61 BRZ に対して
は 56 秒もの大きなギャップが築
かれていた。
　101 周 目、 山 下 は ST-4 ク
ラスのトップを走っていた #86 
GR86 をかわし総合２番手まで
返り咲いたが、その頃には #61 
BRZ は１分以上ものギャップを
築いていた。「負けは負けです」
と大嶋監督は悔しがったが、グ
ループ２総合優勝というチャンス
は、次なる機会に持ち越しとなっ
てしまった。
　しかし、これも『もっといいク
ルマづくり』の過程のひとつ。今
回の負けが、次なる勝利と次期
GR86 に繋がっていくのは間違
いない。

７月９日（日）　天候：曇り　路面：ドライ



#14　決勝レース

　ORC ROOKIE GR86 CNF 
Concept が戦ったグループ２の
決勝レースの後、昼のインターバ
ルをはさみ午後１時 55 分から迎
えたグループ１の決勝レース。昼
には強い日が差し酷暑となったス
ポーツランド SUGO だったが、
グループ１の決勝直前から雲が厚
くなりはじめた。
　ST-X クラスの予選２番手、フ
ロントロウからスタートを切っ
た中升 ROOKIE AMG GT3 は、
平良響をスタートドライバーに据
えて決勝レースに臨んだが、ス
タート直後、アグレッシブな走り
をみせる #23 AMG GT3 に先
行を許す。しかし逆に平良は、ポー

ルポジションスタートの #31 
RC F に襲いかかっていく。
　ただ２周目の１コーナーで平良
は #31 RC F にオーバーテイク
を仕掛けるも、逆に後方からイン
を突いてきた #1 GT-R に先行を
許してしまい、３番手は変わらず。
その直後から SUGO には雨が舞
いはじめることになったが、平良
はそんななかでしっかりとコース
上に車両を留めながら、３番手を
キープして序盤のレースを戦って
いった。ただ「なぜかいまひとつ
ペースが上がりませんでした（東
條力エンジニア）とトップとは少
しずつギャップが開いていってし
まった。
　その後、フルコースイエローが
出る可能性が高まったタイミング
を見計らい、平良はスタートか
ら 27 周をこなしピットインする
と、鵜飼龍太にステアリングを託
す。鵜飼にとっては天候も分かり
づらいなか、着実にスティントを
こなすことが重要となった。
　ただ、「バタバタしてピットイ
ンしたこともあり、無線が聞こえ
ない状況になってしまいました」
という鵜飼は、チームとコミュニ
ケーションが取りづらい状況とな
り、「少しパニックになってしま

いました」と思うようにペースを
上げることができなかった。
　さらに鵜飼のスティント途中に
は、ふたたび雨が舞いはじめるな
ど、このグループ１のレースは非
常に難しいコンディションでレー
スが進んでいく。そんななか鵜飼
は慎重にラップダウンを処理して
いき、４番手に順位を落としたも
のの、69 周までを走りピットイ
ン。最終スティントを蒲生尚弥に
託した。今回のレースでは全体的
に 中 升 ROOKIE AMG GT3 は
ペースが上がらないレースだった
が、鵜飼は「自分の弱点が見えた
レースでした」と振り返った。
　交代した蒲生だったが、すぐに
馬の背コーナーで ST-Z クラスの
#885 GR Supra がストップし
たことから、レースはセーフティ
カーランとなった。この時点で、
中升 ROOKIE AMG GT3 のポジ
ションは５番手。表彰台圏内に上
がるためには、ふたつポジション
アップが必要となった。
　蒲生は燃料満載の状態からのス
ティントながら、チームの期待に
応え、88 周目には #202 NSX 
GT3 をかわし４番手に浮上する。
さらに、終盤熾烈さを増していた
２番手争いのなかで、#31 RC F 

GT3 がトラブルにより後退した
ことから、３番手に浮上した。
　ただ、この時点でトップ２とは
大きなギャップが開いており、蒲
生はチェッカーまでプッシュを続
けたものの、追い上げはそこまで。
中升 ROOKIE AMG GT3 は３位
でチェッカーを受けた。

「今日はレースペースが良くな
かったですね」というのは、今回
監督に徹することになった片岡
龍也。また東條エンジニアも「最
終的に表彰台に入るまでにリカバ
リーはできましたが、少しモヤモ
ヤしたレースになってしまいまし
た。チームとしてリカバリーでき
たのは良いですが、何もないのが
いちばんですから」と振り返った。
　今回は３位で終えることになっ
たとはいえ、しっかりと表彰台の
一角を獲得することができた。今
季狙うのはチャンピオンであり、
苦しいときに結果を拾うことがで
きるのはチーム力の証明でもあ
る。
　まだまだ中升 ROOKIE AMG 
GT3 がチャンピオンを争う存在
なのは変わらない。あまり間をあ
けずに迎えるオートポリスでの第
４戦で、ふたたびチームは一丸と
なって優勝を目指す。

７月９日（日）　天候：曇り　路面：ドライ



2023 年第３戦 SUGO　リザルト（TOP5）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 1'32.580
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'35.933

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1'22.365
2	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1'22.370
3	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 1'22.724
4	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 1'24.624
5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1'24.832

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 1'32.457
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 1'35.504

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 1'47.031
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'47.400

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 1'41.827
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 1'47.346

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1'23.620
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1'23.669
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1'23.904
4	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 1'24.284
5	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 1'24.319

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 		3'04.769
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 3'06.580

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 2'44.195
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 2'44.387
3	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 2'45.167
4	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 2'45.359
5	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 2'47.537

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 1'33.353
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 1'36.112

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 1'35.742
		 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 No	Time

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1'32.301
2	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1'32.753
3	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1'32.764
4	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 1'33.353
5	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 1'33.420

Pos. No. Car Name   Total Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 3'06.467
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 3'10.360

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 1'33.724
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'33.982

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 		1'32.171
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 1'32.945

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目グループ２（ST-Q）

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目グループ１（ST-X）

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行１回目グループ１（ST-Q）

７月８日　スーパー耐久 フリー走行　グループ２（ST-Q） ７月８日　スーパー耐久 フリー走行　グループ１（ST-Q）

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目グループ１（ST-X）

７月８日　スーパー耐久  公式予選グループ１　A+B　（ST-Q） ７月８日　スーパー耐久  公式予選グループ１　A+B　（ST-X）

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目グループ１（ST-Q）

７月７日　スーパー耐久 STEL 専有走行２回目グループ２（ST-Q）

７月８日　スーパー耐久 フリー走行　グループ１（ST-Q） ７月８日　スーパー耐久  公式予選グループ２　A+B　（ST-Q）

７月８日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　グループ２　（ST-Q） ７月８日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　グループ１　（ST-Q）



Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 110	 3:01'36.805	

2	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 110	 3:02'47.756	 1'10.951

Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 	 108	 3:02'01.131	
2	 271	 CIVIC	TYPE	R	CNF-R	 	 	 97	 3:01'40.892	 11	Laps

Pos. No. Car Name    Laps Time        Gap 

1	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 119	 3:01'09.375	

2	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 119	 3:01'30.048	 20.673

3	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 119	 3:02'37.859	 1'28.484

4	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 117	 3:01'28.257	 2	Laps

5	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 94	 3:03'04.370	 25	Laps

７月９日　スーパー耐久第３戦 SUGO　グループ２決勝レース結果（ST-Q）

７月９日　スーパー耐久第３戦 SUGO　グループ１決勝レース結果（ST-Q）

７月９日　スーパー耐久第３戦 SUGO　グループ１決勝レース結果（ST-X）

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1'23.314
2	 1	 HELM	MOTORSPORTS	GTR	GT3	 	 1'23.561
3	 23	 TKRI 松永建設AMG	GT3	 	 1'23.817
4	 31	 DENSO	LEXUS	RC	F	GT3	 	 1'24.150
5	 202	 EVA	RT	TEST	TYPE ‐ 01	KCMG	NSX	GT3	 1'24.335

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 32	 ORC	ROOKIE	GR	Yaris		 		1'33.331
2	 61	 Team	SDA	Engineering	BRZ	CNF	Concept	 1'36.077
3	 28	 ORC	ROOKIE	GR86	CNF	concept		 1'36.647

Pos. No. Car Name   Best Time

1	 14	 中升	ROOKIE	AMG	GT3	 	 1'24.121

７月８日　スーパー耐久  公式予選 C ドライバー　グループ１　（ST-X） ７月８日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-Q）

７月８日　スーパー耐久  公式予選 D ドライバー　（ST-X）

2023 年第２戦富士 24 時間　リザルト（TOP5）



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


